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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，公益社団法人日本作業環境測定協会（JAWE）

から，産業標準原案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経

て，経済産業大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS A 1481 規格群（建材製品中のアスベスト含有率測定方法）は，次に示す部で構成する。 

JIS A 1481-1 第 1 部：市販バルク材からの試料採取及び定性的判定方法 

JIS A 1481-2 第 2 部：試料採取及びアスベスト含有の有無を判定するための定性分析方法 

JIS A 1481-3 第 3 部：アスベスト含有率の X 線回折定量分析方法 

JIS A 1481-4 第 4 部：質量法及び顕微鏡法によるアスベストの定量分析方法 

JIS A 1481-5 第 5 部：X 線回折法によるアスベストの定量分析方法（第 1 部の定性的判定方法を用い

る場合の方法） 
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建材製品中のアスベスト含有率測定方法－第 5 部： 

X 線回折法によるアスベストの定量分析方法 

（第 1 部の定性的判定方法を用いる場合の方法） 

Determination of asbestos in building material products-Part 5:  

Quantitative analysis of containing asbestos by X-ray diffraction method- 

This method use only Part 1 qualitative analysis method 

 
序文 

この規格は，2016 年に第 1 版として発行された ISO 22262-3 を基に，技術的内容及び構成を変更するこ

となく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

1 適用範囲 

この規格は，主にアスベストの推定質量分率がおよそ 5 %未満であることが判明している建材製品につ

いてアスベストを X 線回折法によって定量分析する手順を規定する。 

この規格では，X 線回折定量分析の前に，灰化及び／又は酸処理による前処理を行うことで，定量分析

の検出限界が広がり，この方法の適用性が拡大される。 

この規格は，アスベストを含有することが JIS A 1481-1 で確認された材料に適用する。すなわち，次の

マトリックスを含む試料である。 

a) JIS A 1481-1 に従って分析し，アスベストが検出されたあらゆる建材。 

b) 弾力性床タイル，アスファルト質材料，屋根用フェルト及びアスベストが有機マトリックスに含まれ

ているその他の材料，並びに JIS A 1481-1 の方法でアスベストが検出された全ての材料。 

c) 壁面及び天井用のせっこうプラスター（混入骨材の有無を問わない。）のうち，JIS A 1481-1 の方法で

アスベストが検出された材料。 

マトリックスに非アスベスト様形態の蛇紋石又は非アスベスト様形態の角せん（閃）石が含まれる場合，

“アスベストの可能性がある回折ピーク”は，それらの非アスベスト様形態の鉱物に由来している。 

この方法は，アスベストを含む可能性のある天然鉱物又はこのような天然鉱物を含む建材製品には適用

しない。この方法は，トレモライトアスベストを含む市販グレードのアスベストを，意図的に添加した建

材製品だけを測定対象としている。 

この規格は，X 線回折分析法及び参考文献に示されている規格で規定されているその他の分析方法に詳


